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2
番
目
に
深
刻
な
レ
ベ
ル
と
し
て
〟極
度
の
干
ば
つ
”
地
域
は
全
土
の
４
１
・
５
％
に
色
分
け
さ

れ
て
い
る
。（
２
０
２
１
年
10
月
時
点
、
資
料
添
付
）

　

日
本
で
消
費
さ
れ
る
農
産
・
畜
産
物
は
、
そ
の
極
め
て
危
険
水
域
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
。（
輸
入
相
手
国
、
第
一
位
：
ア
メ
リ
カ
１
７
・
５
％
、
第
二
位
：
中
国
１

３
・
４
％
、
第
三
位
：
カ
ナ
ダ
５
・
８
％　

２
０
２
０
年
政
府
統
計
）
さ
ら
に
輸
入
国
・
第
二
位

の
中
国
の
干
ば
つ
被
害
は
、
昨
年
穀
物
ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
長
江
流
域
（
4
億
5
千
万
人
超
の
生

活
を
支
え
、
農
業
生
産
は
全
土
の
１
／
３
を
占
め
て
い
る
）
が
、
記
録
的
な
猛
暑
と
水
不
足
に
見

舞
わ
れ
、
農
産
物
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
中
国
は
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
入
国
と
な

っ
た
。
気
候
変
動
に
よ
る
干
ば
つ
被
害
だ
け
で
は
な
い
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

り
、
世
界
中
の
穀
物
の
国
際
相
場
が
高
騰
し
、
こ
の
2
年
間
に
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
が

2
～
3
倍
と
な
り
、
同
様
に
主
要
肥
料
も
2
～
4
倍
と
な
っ
た
。

　

で
は
食
料
の
大
部
分
を
海
外
に
依
存
す
る
我
が
国
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？
「
国
家
の
基
本

は
食
料
と
水
資
源
」
で
あ
る
、
原
点
に
帰
り
豊
か
な
国
を
取
り
戻
す
た
め
に
知
恵
と
工
夫
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

１
．
水
資
源
と
農
業
の
歴
史
的
な
関
係
…
運
命
共
同
体

　

水
資
源
と
農
業
の
歴
史
的
な
関
係
は
、
非
常
に
深
い
も
の
で
古
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
人
類
の

農
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
古
代
文
明
で
は
水
源
の
近
く
で
の
農
業
が
重
要
で
、

　

気
候
変
動
が
世
界
の
農
作
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
世
界
の
穀
物
を
支
え
て
い
る
主
要
生
産
国
、

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
限
ら
ず
、

世
界
各
地
で
干
ば
つ
に
よ
る
穀
物
へ
の
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
大
豆
の
生
産
量
世
界
一
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
産
量
世
界
一
、
牛
肉
の
生
産
量
も
世
界
一
を
誇
っ
て

い
る
世
界
最
大
の
農
業
国
・
ア
メ
リ
カ
が
極
め
て
深
刻

な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
米
連
邦
政
府
の
干
ば
つ
モ
ニ

タ
ー（U

S D
rought M

onitor

）
の
地
図
を
見
る
と
米
国

全
土
の
34
％
が
〟類
の
な
い
干
ば
つ
警
戒
”
地
域
、
ま
た
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な
手
段
で
あ
っ
た
。
水
路
を
行
き
か
う
船
は
、
農
産
物
を
含
む
生
活
物
資
や
異
な
る
文
化
の
交
流

を
可
能
に
し
、
多
く
の
地
域
社
会
と
の
交
易
を
盛
ん
に
し
、
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

　

つ
ま
り
水
資
源
の
確
保
と
農
業
は
人
類
に
文
明
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
運
命
共
同
体
で
あ
っ
た
。

２
． 

国
家
の
命
題
…
食
料
自
給
率
の
向
上

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
主
要
先
進
国
の
中
で
最
低
で
あ
る
。
２
０
２
２
年
現
在
、
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
38
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
58
％
で
あ
る
。
農
水
省
は
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
45
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
75
％
を
目
指
し
て
い
る
が
現
状
、
目
標
数
値
か

ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
。
日
本
国
民
を
飢
え
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
最
低
50
％
の
食
料
自
給
率
が

必
要
と
思
う
。
で
は
ど
う
増
産
す
る
か
は
、
農
業
の
専
門
家
が
多
く
語
っ
て
い
る
の
で
、
筆
者
は

食
料
自
給
率
を
支
え
る
水
資
源
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
自
給
率
38
％
支
え
て
い
る
灌
漑
用
水
量
は

約
５
３
3
億
㎥
／
年
（
２
０
１
９
年
時
点
）
食
料
自
給
率
50
％
に
す
る
た
め
に
は
、
仮
想
水
の
概

念
か
ら
灌
漑
用
水
と
し
て
さ
ら
に
約
１
４
０
億
㎥
／
年
の
水
が
必
要
で
あ
る
。
必
要
な
水
は
、
ど

こ
か
に
溜
め
な
い
と
季
節
変
動
に
対
応
で
き
な
い
。

　

黒
四
ダ
ム
の
貯
水
量
は
約
2
億
㎥
、
つ
ま
り
黒
四
ダ
ム
が
70
個
必
要
、
こ
れ
か
ら
ダ
ム
は
作
れ

な
い
の
で
水
資
源
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
水
資
源
の
確
保
と
使
っ
た
水
の
再
生
水
利
用
、

地
下
水
の
涵
養
や
、
さ
ら
に
節
水
型
農
業
へ
の
加
速
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
熊
本
県
は
水
田
の
活

用
で
、
地
下
水
の
涵
養
を
行
い
、
年
間
６
・
４
億
㎥
の
地
下
水
涵
養
量
の
約
１
／
３
は
水
田
か
ら

川
の
氾
濫
を
利
用
し
て
灌
漑
農
業
が
行
わ
れ
、
定
期
的
な
氾
濫
は
農
地
に
豊
富
な
水
量
と
肥
料
成

分
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
収
穫
が
可
能
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
で
は
ナ
イ
ル
川
の
氾
濫
に
よ
り
小
麦
な
ど
の
農
業
を
支
え
、
ま
た
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
（
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
、
地
下
水
路
の
カ
ナ
ー
ト
）
文
明
で
も
灌
漑
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
都
市
文
明
が
形
成
さ
れ
、
都
市
が
成
長
す
る
と
、
さ
ら
に
食
料
需
要
も

増
し
、
効
率
的
な
水
利
用
が
国
家
経
営
の
命
題
に
な
っ
た
。

１
．
灌
漑
農
業
の
発
展

　

人
口
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
灌
漑
技
術
が
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
発
展
し
、

水
を
効
果
的
に
農
地
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
乾
燥
地
域
や
、
季
節
に
よ
り
水
が
不
足
す
る
地
域
で

も
農
業
が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な
都
市
国
家
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
都
市
国

家
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
、
農
業
用
水
だ
け
で
な
く
、
清
潔
な
飲
料
水
の
確
保
が
不
可
欠
に
な
り
、

ロ
ー
マ
帝
国
は
、
水
道
橋
や
水
道
管
を
用
い
た
先
進
式
な
水
供
給
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
、
２
０

０
０
年
も
の
間
、
帝
国
の
繁
栄
が
続
い
た
。（
豊
富
で
清
浄
な
水
資
源
確
保
の
た
め
に
水
源
の
管

理
や
、
水
質
の
管
理
が
厳
格
に
な
さ
れ
た
）

⑵　

用
水
路
の
活
用

　

水
路
の
活
用
は
灌
漑
だ
け
で
は
な
く
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
交
通
と
貿
易
に
お
け
る
主
要
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確
保
し
て
い
る
。

３
．
国
を
守
る
農
業
と
水
政
策

　

国
を
守
る
農
業
と
水
政
策
を
項
目
別
で
上
げ
る
と

１
．
農
業
政
策
と
し
て

・
自
給
自
足
の
確
保
、
ス
マ
ー
ト
農
業
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

ド
ロ
ー
ン
活
用
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
コ
ン
バ
イ
ン
、
水
管
理
（
衛
星
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
）
地
表
面
の

含
水
率
、
地
下
水
の
動
向
、
降
水
量
、
日
照
時
間
、
気
温
の
変
化
、
病
害
虫
の
予
測
、
自
動
潅

水
、
作
付
け
予
測
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
は
規
模
の
拡
大
が
必
要
だ
が
、
現
状
の
採
算
点
（
50

ｈ
ａ
以
上
）
で
採
算
コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

・
経
済
の
安
定
と
雇
用
の
促
進
、
地
域
の
発
展
を
支
え
る
農
業
、

・
環
境
保
護
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
、
土
壌
、
水
、
生
態
系
の
保
護
に
役
立
つ
農
業
政
策

２
．
水
政
策
と
し
て　

・
持
続
可
能
な
水
資
源
の
確
保
と
管
理
（
表
流
水
お
よ
び
地
下
水
、
再
生
水
）

・
灌
漑
の
最
適
化
、
節
水
型
農
業
、
肥
料
の
多
角
化

・
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
貯
水
量
の
拡
大
、
防
災
減
災
対
策

・
水
質
の
保
護
、
汚
染
防
止
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
流
域
治
水

・
国
際
的
な
協
力
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
水
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
指
導

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
実
行
に
は
、
政
府
、
農
業
者
、
水
関
係
者
、
研
究
機
関
、
地
域
社
会
な
ど
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
農
業
政
策
と
水
政
策
は
国

家
の
安
全
保
障
と
将
来
の
発
展
に
直
結
し
て
い
る
。

さ
い
ご
に

　

増
加
す
る
人
口
の
食
料
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
、
世
界
中
の
農
家
や
農
業
研
究
者
が
従
来
型

の
農
業
の
改
善
や
穀
物
増
産
の
遺
伝
学
の
追
求
、
効
果
的
な
肥
料
の
使
い
方
な
ど
、
農
業
生
産
を

向
上
さ
せ
る
様
々
な
新
規
改
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し

水
資
源
は
農
業
に
お
い
て
不
可
欠
で
有
り
な
が
ら
、
常
に
脇
役
に
置
か
れ
て
い
る
。
２
０
５
０
年

に
は
地
球
人
口
約
90
億
人
に
膨
ら
む
と
予
測
さ
れ
る
今
、
水
資
源
を
主
役
と
し
た
農
業
政
策
に
転

換
す
べ
き
で
あ
る
。

カレント寄稿

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


